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研究テーマ（発表タイトル） 

名古屋ういろう業界を成長させるにはどうすべきか！？ 

 

※必ず＜企画シート作成上の注意＞を確認してから、ご記入をお願いいたします。 

１．研究概要（目的・狙いなど） 

今後、お土産市場を収益の軸としている名古屋ういろう業界が成長していくには新市場を開拓する必要があると私たちは考えた。 

その為にはどのような方法を使えば良いのかを現状分析、市場ニーズなどから研究し追及していく。 

 

２．研究テーマの現状分析（歴史的背景、マーケット環境など） 

 名古屋地方では 1659 年頃から作られていたういろうであるが、昭和 6 年に青柳総本家が新幹線のプラットフォームにてお土

産としてういろうを販売をし始めてから現在にいたるまで、青柳総本家の製品のみならず、名古屋ういろう自体が名古屋土産とし

ての確固たる地位を確立している。 

そんな名古屋ういろうであるが、名古屋名物にもかかわらず現在名古屋に住んでいる人々にはあまり食べられていない。 

いくつか理由はあるがその最たるものとして、ういろうのシェア上位三社がとる百貨店・キヨスクなどでのお土産としての販売をメインと

してチャネルを絞る経営戦略が原因として挙げられ、これにより地元の消費者がプロモーションを受け、ういろうを購入しようと思って

も、購入可能地点が少ないため、購買されないという事態に陥っている。 

 

さらに収益のメインとしているお土産市場においても 1.ナショナルブランドのお土産市場参入 ２.お土産の選択肢の増加 

3.人口減少 などの理由から苦戦を強いられている。 

そもそも、ういろうの持つ便益は消費者がお土産を選考する際の基準にはなりにくく、むしろお土産としては忌避される要素を持っ

ており、ういろうはお土産に向いていないことが分かった。 

このような現状において業界の今後を考えるにあたり、名古屋ういろうはお土産市場以外の市場を、エリアとしては販促費が少

なく済むなどの観点から地元において開拓し、前述したチャネルの問題を踏まえながら販売チャネルを広げるべきであると我々は考

える。 



 

 

３．研究テーマの課題 

①新たにチャネルを広げる際に、ういろうが現在持つ「名古屋土産」のイメージに悪影響を与えてはいけない事。②既存の販売

チャネルである百貨店は、ういろうのチャネルが新たに広がることで百貨店の持つ「高級感」のイメージが脅かされることを懸念してい

るため、チャネルを広げるにしても百貨店に対し消費者が持っているイメージを崩してはいけないという事。 

以上の二点を踏まえながら研究テーマである「どうすれば名古屋ういろうの地元消費を増やせるのか」をいかに達成するか、とい

うことが課題として挙げられる。 

 

４．課題解決策（新たなビジネスモデル・理論など） 

新市場を開拓する際に問題となる、「高級感」と「お土産」という二つのイメージに影響を与えずチャネルを広げる方法に関して

は、セカンドブランド、上位・下位ブランドなどの概念を取り入れ、既存のブランドとは違うコンセプトを持つブランドを立ち上げ、そこ

から新たに製品を売り出すという方法を考えている。 

また狙う新市場としては、ういろうの便益を多分に活かすことができる「朝食」市場を考えている。 

 

５．研究・活動内容（アンケート調査、商品開発など） 

名古屋駅にて名古屋市在住の 10~80 代の男女 100 名に行った街頭調査アンケート、ういろうを製造する企業の中でもシ

ェア上位二社に対し行ったヒアリング調査、文献調査 等 

 

６．結果や今後の取り組み 

今までの研究の結果、ういろうにどんな魅力があるのか、名古屋においてういろうが多種ある菓子類の中でも消費機会が少ない

理由、どんな事が新市場開拓の障害になるのか、ういろうが進出する際に適した市場はどこなのか等は判明したため、今後は実

際に新ブランドのマーケティング案を考察して行きたいと考えている。 
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西日本インカレ事務局への連絡事項 

 

＜企画シート作成上の注意＞ 

※本企画シートは、「日本語」で書かれたものとし、1 チーム・1 点提出してください。 

※本企画シートの項目に沿って、ご記入をお願いいたします。各項目に文字数制限はありませんが、1~7 以外の項目を追加することは「不可」とさせていただきます。 

※本企画シートは、西日本インカレ事務局への連絡事項と企画シート作成上の注意を含め、3 ページ以内に収めてください。事務局から審査員に渡す際は、A4 サイズでプリント

し、3 ページ目までを渡します。 

※企画内容は、未発表の（過去に他誌・HP などに発表されていない）ものに限ります。ただし、学校内での発表作品は未発表扱いとなります。 

※商品写真、人物写真、音楽などを掲載・利用する場合、必ず著作権、版権の使用許諾を得てください。日経 BP 社・日経 BP マーケティング社は一切の責任を負いません。 

※書籍や新聞等の文献から引用した場合は、出典先（使用した文献のタイトル・著者名・発行所名・発行年月など）を明記してください。統計・図表・文書等を引用した場合も

同様に明記してください。また、Web サイト上の資料を利用した場合は、URL とアクセスした日付を明記してください。 

※電話番号や住所などの個人情報は記載しないでください。 

※その他、注意点については「企画シート・パワーポイントの作成および提出について」をご参照ください。 


